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午前10時１分開会

会議に付した案件

○概要説明

商工観光労働部、総合政策部、県土整備部

１．海外からの誘客促進の取組等について

２．国際航空ネットワークの維持・充実につ

いて

３．国際海上ネットワークの維持・充実につ

いて

○協議事項

１．海外調査について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（11人）

委 員 長 田 口 雄 二

副 委 員 長 中 野 一 則

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 原 正 三蓬

委 員 黒 木 正 一

委 員 日 髙 陽 一

委 員 満 行 潤 一

委 員 髙 橋 透

委 員 渡 辺 創

委 員 重 松 幸次郎

委 員 図 師 博 規

欠 席 委 員（１人）

委 員 中 野 明廣

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 中 田 哲 朗

商工観光労働部次長 菓子野 信 男

観光経済交流局長 武 田 宗 仁

部参事兼商工政策課長 黒 木 義 博

観 光 推 進 課 長 福 嶋 清 美

酒 匂 重 久オールみやざき営業課長

総合政策部

総 合 交 通 課 長 野 口 和 彦

県土整備部

港 湾 課 長 矢 野 透

空港・ポートセールス
小 倉 佳 彦

対 策 監

事務局職員出席者

政策調査課主査 森 田 恵 介

政策調査課主幹 黒 木 誠

それでは、ただいまから海外経○田口委員長

済戦略対策特別委員会を開会いたします。

本日の委員会の日程でありますが、お手元に

配付の日程（案）をごらんください。

本日は、商工観光労働部、総合政策部、県土

整備部から、海外からの誘客促進の取り組みや

国際航空ネットワーク及び国際海上ネットワー

クの維持・充実について説明をいただきます。

その後、海外調査及び次回委員会等について

御協議いただきたいと存じますが、このように

取り進めてよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○田口委員長

しました。

では、執行部入室のため、暫時休憩をいたし

ます。

平成28年９月20日（火曜日）
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午前10時２分休憩

午前10時３分再開

それでは、委員会を再開いたし○田口委員長

ます。

本日は、商工観光労働部、総合政策部及び県

土整備部においでいただきました。執行部の皆

さんの紹介につきましては、お手元に配付の出

席者配席表にかえさせていただきたいと存じま

す。

それでは、執行部からの説明をお願いいたし

ます。

。○中田商工観光労働部長 おはようございます

。 、商工観光労働部長の中田でございます 本日は

どうぞよろしくお願いいたします。では、座っ

て説明させていただきます。

本日、お配りしております委員会資料の目次

にございますけれども、商工観光労働部より、

海外からの誘客促進の取り組み等について、そ

れから総合政策部より、国際航空ネットワーク

の維持・充実について、それから県土整備部よ

り、国際海上ネットワークの維持・充実につい

て、それぞれ御説明をしたいと思います。

詳細につきましては、この後、担当課長のほ

うから御説明いたしますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

私のほうからは以上でございます。

観光推進課から御説明を○福嶋観光推進課長

させていただきます。

。特別委員会資料の１ページをお開きください

海外からの誘客促進の取り組み等について御

説明をいたします。

まず （１）の観光誘客の推進の現状と課題に、

ついてであります。

本県におきましては、平成27年３月に香港線

が新規就航するなど、外国人旅行者は増加傾向

にありましたが、熊本地震の発生以降、その影

響が出ているところです。

今後、国の交付金を活用した熊本地震の復興

対策にも対応しながら、引き続き、国際定期便

のある韓国、台湾、香港を中心に、本県の認知

度向上対策を行うとともに、首都圏等からの空

港の乗り継ぎによる誘客対策にも取り組む必要

があると考えております。

次に （２）の誘客促進の取り組みですが、①、

の受け入れ環境の整備についてであります。

外国人のニーズを的確に把握するため、アン

ケート調査やＷｉ―Ｆｉを活用したデータ収集

・分析、世界農業遺産等を生かした外国人観光

客受け入れのための新たな素材の磨き上げなど

に取り組むこととしております。

②のターゲットを明確にした誘客促進につい

てですが、定期便の就航する市場を中心に、旅

、行会社招請やメディアプロモーション等の実施

成長著しい中国を初めとする東アジアのクルー

ズ需要の取り込みを図るため、クルーズ船社等

へのセールス強化などに取り組むこととしてお

ります。

、③の広域連携による誘客促進についてですが

九州各県や国等と連携し、タイ市場における認

知度向上を図るため、人気テレビ旅行番組とタ

イアップしたＰＲの実施や、鹿児島、熊本、大

分県などと連携し、周遊ルートの開発などに取

り組むこととしております。

④の熊本地震対策についてですが、九州各県

等と連携しながら 風評被害対策のため メディ、 、

アプロモーション等に取り組むとともに、九州

ふっこう割の活用により、定期便のある国を中

心に、観光誘客を推進していくこととしており

ます。
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次に （３）の成果指標についてですが、訪日、

外国人延べ宿泊者数の平成30年の目標値35万人

に対して 平成27年の実績は約20万人と 平成26、 、

年から４万人増加しております。

国外からのクルーズ船寄港回数は、平成30年

度の目標値50回に対して、平成27年は６回であ

りました。

なお、平成28年は、23回の寄港を見込んでい

るところであります。

次に、２のみやざきＭＩＣＥの確立について

です。

（１）現状と課題については、ＭＩＣＥの誘

致は、都市間の競争が激化しており、これまで

の施設やＭＩＣＥメニューの紹介だけでなく、

本県の強みである農林業 環境分野などターゲッ、

トを絞った誘致活動を組織的・戦略的に進め、

宮崎ならではのＭＩＣＥの誘致・受け入れ体制

の強化を図ることが必要となります。

（２）の今後の取り組みで、①のＭＩＣＥ推

進体制の整備については、昨年11月に設立され

たみやざきＭＩＣＥ推進協議会の会員拡大や、

会員同士の情報共有に向けた取り組みや、みや

ざき観光コンベンション協会に、海外との人脈

やノウハウを備えたＭＩＣＥ誘致を専門とする

人材を継続的に配置することで、体制の整備を

図ります。

②のオールみやざきでの受け入れ体制強化に

ついては、宮崎ならではのＭＩＣＥメニューの

充実を図るため、地元企業や大学、市町村等と

連携した農林業、環境分野の産業視察メニュー

の整備、ユニークベニューの発掘等に取り組み

ます。

③のＭＩＣＥの誘致促進については、専門分

野において影響力のある人材をＭＩＣＥアンバ

サダーに任命し、ＭＩＣＥ開催地としての存在

感の向上を図り、宮崎からの国際定期便がある

国を主要なターゲットに、現地で行われる商談

会への参加や、ＭＩＣＥ主催者、海外旅行会社

等のキーパーソンの招請等に積極的に取り組む

こととしております。

最後に （３）の成果指標についてですが、グ、

ローバルＭＩＣＥ開催件数は、平成30年の目標

値30件に対して、平成27年の実績は16件となっ

ております。

説明は以上であります。

。○野口総合交通課長 総合交通課でございます

それでは、私のほうから、国際航空ネットワ

。ークの維持・充実について御説明をいたします

お手元の資料の３ページをお願いをいたしま

す。

まず、国際航空ネットワークの現状と課題に

ついて御説明をいたします。

現在、宮崎空港発着の国際定期路線は、ソウ

、 、 、ル線 台北線 香港線の３路線が就航しており

いずれの路線も、本県の産業振興やグローバル

戦略を推進する上で、欠かすことのできない重

要な交通基盤でございます。

資料の下段、宮崎空港国際定期路線の状況の

表をごらんをいただきたいと存じます。

平成27年度の宮崎空港国際定期路線の利用者

数でありますが、円安効果や平成27年３月に宮

崎香港線が新たに就航したことなどによりまし

て、この表の右から２列目、平成27年度の欄の

下段になりますけれども、合計の欄であります

が、対前年度比で134％、人数にして９万9,950

名というふうに増加をしております。

また、この表には記載をしておりませんけれ

ども、別途臨時の国際チャーター便がございま

したので、これを含めました年間の国際線利用

者数としましては、初めて年間10万人を超えま
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して、10万302名となったところでございます。

続きまして、各路線の概要について御説明を

いたします。

まず、ソウル線でございます。

ソウル線は、平成13年４月にアシアナ航空が

就航し、ことしで15周年を迎えたところであり

。 、 、ます ここ数年は 外交問題や円安などにより

日本人利用者が減少傾向にある中、外国人利用

者数は増加傾向にあり、昨年度は、就航以来、

過去最高の利用者数４万2,461名となったところ

であります。

しかしながら、御案内のとおり、４月に発生

をいたしました熊本地震の影響によりまして、

４月から８月の搭乗率は、この右のほうでござ

いますけれども、62.6％というふうになってお

ります。

続きまして、台北線であります。

平成20年６月に、エバー航空が就航し、その

後、平成22年１月に、今のチャイナエアライン

が就航しております。平成26年の３月には、月

曜便が増便をされまして、週３便体制となった

ところであります。平成26年度には、この増便

の効果等により、過去最高の利用者数３万4,761

名となり、昨年度も搭乗率が69.3％と、おおむ

ね順調な運行状況でございました。

しかしながら、今年度に入りまして、熊本地

震によります利用者数の減少によりまして、４

月から８月の搭乗率は59.1％と厳しい運行状況

になっております。ことし10月末からの月曜日

の運休が、チャイナエアラインによって決定を

されたところであり、週３便が週２便体制にな

るというところでございます。

続きまして、香港線であります。

昨年の３月に、本県の３番目の路線となる国

際線として香港航空が就航し、就航当初は定期

チャーター便の運航でありましたけれども、昨

年の10月から定期便化をされたところでござい

ます。

昨年度の利用状況につきましては、搭乗率

が65.4％と、就航当初としてはおおむね順調な

スタートでありましたが、これも地震の影響に

よりまして、４月から８月の搭乗率は53.5％と

なり、他の路線同様、非常に厳しい運行状況と

なっております。

８月に入りまして、各路線とも若干回復はし

ておりますけれども、依然として厳しい状況が

続いておりまして、今後も予断を許さない状況

であるというふうに認識をしているところであ

ります。

路線の安定的な運航の維持、あるいは台北線

の回復を含めまして、さらなる路線の充実を図

るためには、より一層の利用促進対策に取り組

むことが喫緊の課題であるというふうに考えて

おります。

また、将来の国際化の進展のためには、外国

人の訪日需要を取り込むことも必要であります

ので、インバウンドチャーター便の誘致などの

新規路線の開拓にも取り組んでいく必要がある

というふうに考えております。

資料の右側４ページをごらんをいただきたい

と存じます。

路線の維持・充実に向けました取り組みにつ

いて御説明をいたします。

まず、①の韓国、台湾、香港での宮崎のＰＲ

や定期路線の利用促進についてであります。

この①は、外国人を呼び込む、いわゆるイン

バウンド向けの取り組みでございます。メーン

としては、商工観光労働部のほうで取り組んで

いる事業内容でございます。国際定期路線の就

航先であります韓国、台湾、香港での本県の認
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知度向上対策を実施しますほか、旅行商品の造

成支援などによる利用促進対策を実施しており

ます。

また、市場ごとにターゲットを定め、旅行会

社の招聘ですとか、メディアのプロモーション

の実施をしているところであります。

次に、②の県民への路線ＰＲや利用促進につ

いてであります。

こちらは、宮崎から送客をする、いわゆるア

ウトバウンドとしての取り組みであります。航

空会社が実施をします送客対策への支援や旅行

商品割引による利用促進事業を実施しておりま

す。

また、国際定期路線を活用して、海外でビジ

ネス展開を図る事業者への支援や、修学旅行等

の海外研修への支援を実施しております。

なお、一部事業につきましては、地震の影響

を鑑みまして、今年度前倒しの上、実施をした

ところでございます。

このほか、熊本地震発生後、国際線のＰＲチ

ラシを増刷をし、経済団体等への積極的な利用

促進の働きかけを行いましたほか、各種メディ

アやイベントを活用した県民へのＰＲを実施し

ているところであります。

次に、③の航空会社・旅行会社等に対する路

線の維持や増便などの要望活動についてであり

ます。

定期路線を運航しております航空会社や就航

地の旅行会社に対し、路線の維持・充実に向け

ての要望活動を実施をいたしております。

最後に、④のインバウンドチャーター等の要

望活動についてであります。

インバウンドチャーターについての要望活動

や情報収集を実施し、旅行ニーズ等に対応した

運航や新規航空路線の開拓につなげてまいりた

いというふうに考えております。

今、申し上げました取り組みのほか、今回の

補正予算でお願いをしております国際定期路線

維持に向けた緊急対策事業におきまして、この

ペーパーに書いておりませんけれども、航空会

社等と連携をして、モニターツアーの実施、あ

るいは県内のグループ旅行への補助、旅行商品

の割引券の支援、テレビなどを活用したＰＲ等

々の事業に集中的に取り組むことで、搭乗率の

向上を図ってまいりたいと思っております。

これによりまして、路線の安定的な運航、さ

らには台北便の早期回復を含めた路線の充実に

努めていきたいと考えております。

こうしました路線の維持・充実、そして、こ

のグローバル戦略の推進のためには、やはりイ

ンバウンド、アウトバウンド双方向での取り組

みが必要であると考えておりますので、商工観

光労働部ともしっかりと連携をしながら取り組

んでまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

港湾課でございます。○矢野港湾課長

国際海上ネットワークの維持・充実について

御説明いたします。

資料の５ページをお開きください。１の現状

と課題であります。

まず、現状としましては、県内港湾を利用す

る外航船舶は、港湾背後の立地企業が生産活動

のために、金属鉱や木材チップ等の原材料、石

炭等の燃料の輸入、原木等の輸出で利用するバ

ルク貨物船や、コンテナを用いて原材料の輸入

や製品等の輸出で利用する定期コンテナ船があ

ります。

本県の重要港湾における輸出入取扱貨物、こ

れはバルク船、コンテナ船合計になりますけれ

ども、下のグラフをごらんいただきたいと存じ
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ます。近年では、年間おおむね280万トンで推移

しております。

、 、次に 定期コンテナ船の状況につきましては

６ページの上の表をごらんいただきたいと存じ

ます。

現在、細島港におきましては、韓国航路が週

４便、中国航路が週１便、神戸フィーダー航路

が週２便、油津港におきましては、韓国航路が

週１便、神戸フィーダー航路が週１便就航して

おり、東アジアの主要国である中国及び韓国を

初め、世界各国との輸出入に利用されておりま

す。

コンテナ貨物量につきましては、６ページの

下のグラフをごらんいただきたいと存じます。

県全体で、平成27年の取扱量は３万9,839ＴＥ

、 、Ｕとなっており 年によって変動はありますが

増加傾向にあります。

なお、ＴＥＵとは、５ページの文章の最後に

米印で記載しておりますけれども、20フィート

コンテナ１個を１ＴＥＵというのを基本といた

しまして、40フィートコンテナ１個は２ＴＥＵ

というように、コンテナ貨物量20フィートコン

テナに換算する単位のことであります。

課題としましては、５ページの最後の段落を

ごらんください。

このように、港湾が企業活動に重要な役割を

担っている状況を踏まえ、これまで岸壁や埠頭

などの港湾施設の整備を図ってきたところであ

りますが、今後、さらに本県産業が国際競争力

を強め、成長していくためには、近年の貨物船

の大型化に対応した港湾施設整備等による物流

機能の強化を図っていく必要があるとともに、

既存のコンテナ航路の維持・充実のため、さら

なる取扱貨物の増加に努め、県内港湾の利用促

進を図っていくことが必要であると考えており

ます。

続きまして、７ページをお開きください。

２、県内港湾の利用促進及び航路の維持・充

実に向けた取り組みについてであります。

（１）の大型岸壁や埠頭用地整備等の港湾機

能の強化による港の利便性の向上としまして、

本県の重要港湾におきましては、工業製品、農

産品、木材の輸出入の伸びなどに対応した港湾

施設の整備を進めることとしております。

細島港におきましては、昨年６月に、国際物

流ターミナルを供用開始しております。また、

２つ目のポツとして、さらなる貨物船の大型化

や用地不足に対応するため、本年２月に港湾計

画を改訂し、水深15メートル岸壁や工業用地の

造成等の早期事業化に取り組んでいくこととし

ております。

３つ目としまして、安全・安心な荷役作業の

ための防波堤の整備に取り組んでおります。油

、 、 、津港におきましては 既存岸壁の改良や また

安全・安心な荷役作業のための防波堤の整備に

取り組んでいるところであります。

次に （２）県内港湾の利用に向けた貨物集荷、

の促進としまして、ポートセールス活動の実施

と助成制度の実施に取り組んでおります。

ポートセールスにつきましては、宮崎県ポー

トセールス協議会を主体としまして、官民が連

携し、港湾セミナーや荷主・港運業者等への企

業訪問等におきまして 港湾機能 高速道路ネッ、 、

トワークの充実や助成制度等をＰＲすることに

より、貨物の集荷に努めているところでありま

す。

実績としましては、下のほうに参考を記載し

ておりますが、港湾セミナーにつきましては、

昨年度は東京と日南で実施しております。今年

度は、８月30日に宮崎市で開催し、151名の方に
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参加していただきました。

県外セミナーにつきましては、今年度も東京

、 。におきまして 10月に開催予定としております

企業訪問につきましては、昨年度の実績で、

延べ161回となっております。

助成制度につきましては、総合交通課におき

まして、貨物の集荷を図るため、荷主企業、運

送事業者に対しまして、新規・増加貨物等を対

象に、輸送費の補助を行っております。

実績としましては、下のほうに参考といたし

、 、まして 助成制度の概要を記載しておりますが

貨物の増加量に応じまして、40フィートコンテ

ナ当たり１万円を補助しており、平成27年度の

実績で、補助件数は30件となっております。

説明は以上であります。

ありがとうございました。○田口委員長

執行部の説明が終了いたしました。

委員の皆さんより、御意見、質疑がございま

したら、御発言をお願いいたします。

済みません。わからないところが○渡辺委員

何点かあってお伺いしたいんですが、まず、観

光推進課の関係のところで、２ページの③のと

ころの最初のポツにあるＭＩＣＥのアンバサダ

ーを任命し、開催地としての存在感の向上を図

るというふうにあるんですが、これは、今後の

取り組み方針ということですので、これからと

、 、いうことだと思うんですけれども 済みません

常任委員会等で出ているのかもしれませんが、

いつ任命をされて、もう一つ説明、何となくわ

かるんですが、具体的に言うと、これは、どう

いう方をイメージすればいいのか。

例えば、その２つ下のポツについているよう

な海外旅行会社等のキーパーソンというのとも

ちょっと違うのかなという気がするんですけれ

ども、どういうものをイメージしているのかと

いうのをお伺いしたいのと、もう一つは、②の

ところにありますユニークベニューというやつ

ですけれども、これは具体的に宮崎の持ってい

る資産を考えたときに、まだ具体化していない

にしても、どういうイメージを持てばいいのか

というのをお伺いできますでしょうか。

まず、ＭＩＣＥアンバサ○福嶋観光推進課長

ダーについてですけれども、この任命に関しま

しては、今、人選中でございまして、５名程度

候補を上げているところです。年度内には、正

式に認定をして公表をしたいというふうに考え

ています。

、どういう方かというところなんですけれども

宮崎県にゆかりのある、例えば大学の先生です

とか、ある業界に精通した方、こういった方を

イメージしておりまして、こういった方が、例

えば、学会とかそういったものに宮崎が非常に

いいと、こういうすぐれた見るべきものがある

というような助言をしていただいて 外から引っ、

張ってきていただくと、そういう力を持ってい

る方を、一応イメージをしているところです。

それと、ユニークベニューについてなんです

けれども、本県では３カ所、国のほうに登録を

しておりまして、一つが西都原の御陵前広場、

それと県庁、この本館前の広場、それとフロー

ランテ宮崎でございました。

既に、フローランテは、25年に開かれた日本

消化器学会で実際活用しておりますし、県庁前

の広場は、ことしの３月に、日本寄生虫学会の

、 、 、ほうで 実際に オープンカフェといいますか

、ケータリングで飲み物とか食べ物を持ってきて

そこでパーティをやったという実績がございま

す。

アンバサダーのほうなんですけれ○渡辺委員

ども、今の御説明を聞くと、例えば、某特定の
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学会に、極めて影響力のある、どちらかの大学

の先生等々に委嘱をして、いわば、狙うべきは

その先生が影響力を持っている大きな学会等の

誘致を宮崎に図るということなんだと理解しま

したが、このアンバサダーは、観光大使のよう

に、無償で御協力をいただくという趣旨のもの

なんでしょうか。それとも、何らかのギャラン

ティーが発生するものなんでしょうか。

報酬というのはございま○福嶋観光推進課長

せんで、実質ボランティアにはなるんですけれ

ども、実際の誘致にかかる旅費等は、こちらで

予算組みをしているところです。

わかりました。もう一点だけ、済○渡辺委員

みません。

担当課がかわりますが、港湾課にお伺いをし

たいと思います。

、 、海上輸送の関係なんですけれども もちろん

この宮崎県内の港湾を使って運ばれるものとい

うのは、いろんな種類のものがありますし、別

に、宮崎県として、特におつき合いの深い台湾

であったり、香港、シンガポールというのが主

眼に別になるわけではないというふうに思うん

ですが、この特別委員会の中でも、各輸出入を

やっている業者の皆さんや物流にかかわる方々

からもお話を聞きましたけれども、いずれの地

域に出すにも、実は、実態として一番コントロ

ールがいいのは、一旦神戸に出して、神戸でや

るというのが日程的にもスムーズで、実態とし

てはそういうことになっていることが多いんで

すというお話を伺ったんですが、まず１点目と

して、この扱っている物流の量の中で、香港、

台湾、シンガポールへの物流の量が、この全体

の中で、どの程度を占めるものなのかというの

をお伺いをしたいというのと、県のほうで、い

ろいろそれぞれの所属で施策はあると思うんで

すが、宮崎から、農産品も含めて物を出したい

というふうに、県として意識をしている台湾や

香港、シンガポールに、できるだけ効率よく、

かつスムーズに物を出すために、どういう取り

組みや対策があっているのかというのを簡単に

お伺いできればというふうに思うんですが。

、 、 、○矢野港湾課長 香港 台湾 シンガポールへ

、 、その物流の量についての割合です ちょっと今

手元にないので、ちょっとお待ちください。

それから、施策のほうなんですけれども、宮

崎県のほうから、いろんな輸出向け農産物とか

いろいろあるんですが、港湾サイドの役割とし

ては、そういった施設の充実、安心して荷役が

できるように。

それから、あと、先ほど説明にもありました

けれども、航路の維持・充実ということで、利

用する方の選択肢をふやすような形で取り組ん

でいるところです。そういった取り組みに関し

ては、観光であれば、クルーズ船に関しては観

光サイド、あと、また総合交通とも連携をとり

ながら、そういった計らいを努めているところ

ではあります。

済みません、今の２問目のところ○渡辺委員

について、総合政策部と商工観光労働部で、も

、 。し何かありましたら お伺いしたいと思います

総合交通課としまして、○野口総合交通課長

一番基本的な役割、私ども、国内、国際に限っ

ているわけではありません。いわゆる荷寄せを

県内の細島、宮崎、油津港に、いかに図ってい

くか、これが非常に重要であるというふうに認

識をしております。

ちょっと、これ、ここだけの話で恐縮でござ

いますけれども、国内については、先ほど説明

のありました「国際物流競争力事業 、これにつ」

きましては、海外向け、例えば、ソーラー関係
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の、これについては、結構海外に輸出等もござ

いますので、それらも宮崎の港を使っていけれ

ば、一定の成果があるといった、そういった支

援ということで、いわゆる荷寄せの観点からの

事業を私どもはやっているというところでござ

います。

商工観光労働○酒匂オールみやざき営業課長

部での輸出貿易に関します支援策でございます

が、物流に限った支援という形は当部ではとっ

ておりませんで、さまざまな商談機会の提供で

すとか、そういった形での支援というのを取り

組んでいるところでございます。

先ほどの観光推進課の１ページの○黒木委員

「 」観光従事者等の人材育成 観光みやざき創生塾

ですけれども、これは、どのような内容の塾な

んでしょうか。どのような人を対象にしている

のか、お伺いしたいと思います。

人材塾につきましては、○福嶋観光推進課長

つい先日開講したばかりなんですけれども、基

礎コースと中核人材コースというのがございま

して、基礎コースが30名、中核人材コースが20

名の定員でやっております。

講義の内容といいますのが、それぞれマーケ

ティングですとか、観光マネジメント、地域経

営、そういったことを学ぶ塾ということで、参

加しておられる方は、実際にその市町村等で観

光協会等にいらっしゃる方ですとか、交通事業

者の方 あるいは観光施設に従事していらっしゃ、

る方などなど、さまざまでございます。

、 、○黒木委員 これは 期間はどれぐらいの間に

どれぐらいの講座をする予定があるんでしょう

か。

、○福嶋観光推進課長 ９月に開講いたしまして

２月までの間に、基礎コースが４回、それから

中核人材コースが７回の講座を予定しておりま

す。

中核人材につきましては、フィールドワーク

もありまして、宿泊研修なども予定していると

ころです。

これが２月で終わったら、また次○黒木委員

の塾生を募集するという計画なんでしょうか。

人材塾ですので、毎年続○福嶋観光推進課長

けていきたいと考えております。今年度、基礎

に参加された方が、来年度中核人材のほうに、

また受け直すということも考えられますし、今

、 、回 選から漏れた方もいっぱいおりましたので

もちろん、新たに受けたいという、そういった

方が、またチャレンジしていただけるものと考

えております。

わかりました。○黒木委員

それから、訪日外国人の宿泊者数もかなり、

毎年ふえておりますけれども、それが、宮崎に

リピーターとして来られるという、どれぐらい

人がいるのか、そういうのは調査とかはされた

ことはありませんでしょうか。

毎年、入込客の調査の際○福嶋観光推進課長

に、パラメーター調査ということで聞き取りを

行っておりますけれども、その結果ですと、大

体１割から２割程度がリピーターとなっていま

して、ここを何とかふやさないといけないとい

うふうに考えているところです。

それはもう満遍なく来ているのか○黒木委員

なと思うんですけれども リピーターになる人っ。

ていうのは、どこの国が多いんですか。

申しわけありません。今○福嶋観光推進課長

の調査といいますのが、日本人、外国人をひっ

くるめた調査になっておりまして、外国人につ

いては、特に母数が小さいものですから、リピ

ーターの内訳までは把握できていないところで

す。
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わかりました。○黒木委員

素朴な質問を。３ページです。○ 原委員蓬

ソウル線、台北線、香港線とあります。それ

で、台北線が月曜日がなくなるわけですけれど

も、週７日の曜日別に見てみると、水曜日が３

便、金曜日が１便、土曜日が２便、日曜日が１

便となるんですけれども、これは、水曜日が多

くて、次が土曜日となっています。あと、月、

火 木というのはないんですけれども 花木 は、 、 （

なもく）という言葉も最近あったりするけれど

も、このあたりの曜日の設定というのは、何か

意味があるものなんですか。

まさに、私ども航空会社○野口総合交通課長

からの話でありますけれども、これは一般論と

いうことでありますが、やはり水曜ですとか土

曜のほうが来やすいということで、旅行の日程

が組みやすいといいますか、例えば３泊で４泊

分、そういうのがあって、水曜とか金曜、土曜

あたりが割と最初に組む場合は優先をされると

いうふうに聞いております。

台北線の場合は、今回月曜日が３便目で増便

、 、になったわけですけれども その関係もあって

月曜日の便が減便になるというようなことで、

組みやすいというふうには聞いております。

木曜日があればなという気がした○ 原委員蓬

もんだから、申し上げました。航空会社のそう

いう集客しやすい曜日からきているということ

でしょうね。

それと、１ページです。熊本地震発生以降の

影響ということですが、ついこの前、クルーズ

船が来たときに、あれは何、たしか税金がかか

らない、消費税がかからないんですかね、何と

かショップ、今ちょっと思い出さないけれども

（ 免税」と呼ぶ者あり）免税、あそこにゴルフ「

５というのがあるんですよね。

あそこによく来られるということを聞いて、

１回来られると、50万円相当をさっと買って行

かれるんだという話を、どこの国かの方は、

ちょっとわかりませんけれども、そんな話を聞

いて、その後どうかなということで調査に行っ

てきましたら、先月までは４割減だったと言っ

ていました。今月になって、店長が言うには、

盛り返していますということなので、そろそろ

影響がなくなっていますかという質問をしまし

たら、そうですよということだったんで、もし

かすると回復の兆しがあるのかなと 私は たっ。 、

た１カ所の話ですけれども、そんなことがあり

ましたということと、この下のクルーズ船、私

は、あの質問をして、目標30回でしたか、これ

を50回に、やっと変えていただいて、非常によ

かったなと思っているんですけれども、あと３

年、平成27年、平成30年、熊本地震とかってい

ろいろ影響もありましたけれども、達成の見込

みやいかに。見込み、自信をちょっとお聞かせ

ください。

クルーズ船につきまして○福嶋観光推進課長

は、割と熊本地震の影響を受けずに、入込客と

いうか、それは九州全体に来ているというふう

には伺っていたんですけれども、今のところ、

順調に、クルーズ船のほうは伸びていると。

目標を観光計画の中で20回であったものを50

回というふうにさせていただいたんですけれど

も、そうした動機といいますのが、仮に、ファ

、ーストポートをこの数年のうちに実現できれば

倍増以上、見込めるだろということでの50回で

ございます。

、 、今 ファーストポートのほうにつきましても

関係部局が一生懸命取り組んでいますので、そ

れが実現すれば50回は不可能でないというふう

に考えております。
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すばらしい見込みのようです。○ 原委員蓬

平成28年は、今この時点までで、何回という

ことになっていますか。

見込みでは23回を予定し○福嶋観光推進課長

ております。

23回。それは８月まで。12月、１○ 原委員蓬

年間ということですか。

これは12月までになりま○福嶋観光推進課長

す。

１年間ですか。○ 原委員蓬

１月から12月までの暦年○福嶋観光推進課長

で23回を見込んでいるところです。

暦年。非常にいい傾向は出ている○ 原委員蓬

ようですね。頑張ってください。

、○緒嶋委員 宮崎空港を利用したインとアウト

日本人と外国人の数はどうなっていますか。こ

れは、利用者数というのは、インもアウトも合

わせた数やね。

、○野口総合交通課長 国際定期路線の利用状況

日本人、外国人の割合でございますけれども、

平成27年度、昨年度で申し上げますと、ソウル

線が利用者数４万2,461名に対しまして、日本人

、 、 。が そのうち5,608名 13.2％になっております

それから、台北線が３万3,604名のうち、日本人

。 、が9,915名で29.5％となっております それから

香港線が２万3,885人のうち、日本人が1,101

名、4.6％となっております。

しかしながら、今年度につきましては、24年

と比較しますと、日本人の割合が上昇してきて

いるという状況にはございます。

おとといかな、高千穂で日華親善○緒嶋委員

協会の総会、オールみやざき営業課の課長補佐

も来ていただいたんですけれども、やはりそこ

で、福岡の戎所長も毎年お出でになるんだけれ

ども、この国際定期便の利用をふやせというの

は、台湾人はもう、物すごい日本に来ておるわ

、 、けで アウトをふやす対策を立ててもらわんと

外国からこの13とか29とか4.6、この割合をふや

、 、すということは 外国人向けの日本人がもっと

フィフティー・フィフティーというか、そうい

う形にしていただかんと、やはり台湾にしても

限界があるというわけです。それは、外国人が

インで来ていただこうが、実際は経済効果はあ

るわけですよね。しかし、定期航空路線の台北

線が２便になったというのは、一面では、日本

から行く人が少ないから搭乗率が下がるわけだ

から。そのあたりの対策を、基本的に考えてい

かんと、なかなか３便にしますという、具体的

には何をもって、また３便に戻すのかという、

その裏づけをどう考えていますか。

まさに、私どもも双方向○野口総合交通課長

といいますか、日本人をできるだけふやすとい

うことは大事だと本当に思っております。

やはり、外国の方、どうしても観光がメーン

でありますので、いろんな政治的な状況ですと

か、それから円安が円高に振れるだとか、そう

いった経済的な状況と、どうしても波がござい

ます。

そこのところを、できるだけ日本人の利用を

上げていくというところは本当に重要だと思っ

、 、 、ておりまして 韓国にしても台北にしても 五

六年前は４割近いといった割合がございました

、 、 、ので 少なくとも そういうところを目指して

私どもとしましては、航空会社、それから旅行

会社と非常に連携をとりながら、パスポートの

利用促進、取得を通じた場合の支援ですとか、

モニターツアーですとか、県内でのＰＲ、県内

の団体での利用の補助、それから、最近ふえて

おりますのが、経済交流といいますかビジネス

の補助、これ、持っておりますけれども、非常
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に、ビジネスの交流、例えば産業振興機構なん

かでもやっておりますが、ああいった技術、産

業での交流をふやすことによりまして、非常に

安定的な行き来につながると。それから修学旅

行等も含めますと、そういった安定的な交流に

つながる。そういったものに力を入れておりま

すので、実は、今回の補正でも、そういったも

のを内容にいろいろお願いをしているところで

ございます。本当に、重要だと思っていますの

で、力を入れてまいりたいというふうに考えて

おります。

もう、ぜひ、日本人の利用客を高○緒嶋委員

めなければ、私は、なかなかこの国際航空、こ

の路線も存続というのは、やっぱり容易じゃな

いんじゃないかなという気がしますので、その

あたりに、やはり視点を宮崎県、日本からとい

うこと。

それと、向こうの人が言われるのは、インと

アウトの場所を、宮崎にインで、熊本からアウ

トというか出るというような、同じところだけ

じゃなくて、３日間も、宮崎で入って、また３

日間、宮崎から出るというのは、かえって利用

上、利便性が悪いという意見も言われるわけで

す。

だから、同じ航空会社であれば、宮崎に着い

、 。ていただいて 帰りは福岡から帰っていただく

そのルートで、その間、観光地をうまく周遊し

ていただいて、熊本や福岡から帰ると。逆のコ

ースもあると。

そういうような地域間連携を深めていかない

と、宮崎だけって固執することは、なかなか難

しいんじゃないかというようなことも戎所長さ

んは、やっぱり言われておりました。

だから、向こうの人の利便性を考えたルート

にしなければ、宮崎の都合だけで観光客をふや

すというのも、なかなか限界があるんじゃない

か。だから、そこが広域連携の一番重要なとこ

ろじゃないかなと思うんですが、そのあたりど

うですか。

委員おっしゃるように、○福嶋観光推進課長

イン・アウトを航空会社でまとめるというのは

非常に重要な視点、航空運賃もそれで非常に安

くて上がりますので、実際、今の状況は、台湾

便は宮崎・鹿児島でデイリーですので、イン・

アウトの周遊ルートというのをつくっておりま

す。

それと、香港線も、今、鹿児島・宮崎ででき

ておりまして、地震があるまでは、熊本と鹿児

、 、島と宮崎でデイリーだったんですけれども 今

鹿児島・宮崎の間で、そういう周遊の商品をつ

くっていると。

あるいは、九州観光推進機構と一緒になりま

して、福岡イン・アウトで南九州まで来ていた

だく商品ですとか、いろんな形での広域ルート

をつくって、外国人の方にめぐっていただける

ように、今、一生懸命努力をしているところで

す。

ぜひ、そのあたりの連携をどう高○緒嶋委員

めていくかというのは、九州全体として、もう

ちょっと、やっぱり強めていかんと、この福岡

はもう大体、九州の航空路線の中心であります

ので、福岡空港についてはそう問題はないと思

いますけれども、私は、そこをうまくどう利用

するかということの研究は十分やっていただき

たいと思います。

それと、１ページの成果指標と訪日外国人延

べ宿泊者数とクルーズ船の寄港回数がセットで

書いてあるんですが、35万人はクルーズ船の場

合は、船で泊まるわけですか。これは、もう何

も連動しておるわけじゃないわけですね。この

平成28年９月20日（火曜日）
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上下に書いてある、これは何ですか、どういう

意味があるわけですか。

この宿泊者数とクルーズ○福嶋観光推進課長

船はリンクしておりませんで、宿泊は、あくま

で主に飛行機で入ってこられた外国人の方の宿

泊になります。クルーズ船は、当然船中泊とな

りますので、これは、もう寄港回数ということ

を目標にさせていただいています。

同じところに書いてあるから、何○緒嶋委員

か連動しとるとかなと思ったけれども、全然連

動していないんじゃないかと、表の見方として

は、何か関連性があるから、こう書いてあるの

かなと思ったけれども 全然関連性がないんじゃ、

ないかなと思いますので、こういう書き方がど

うかなという気もせんでもない。

それと、クルーズ船は、今、熊本は八代港が

。 、 、かなり注目されておるわけです また 言えば

宮崎県に回るよりは、中国からはストレートに

八代は来るわけです。こっちは、やっぱり鹿児

島を回ってくるというような感じで、そういう

こともあるのかなと。

九州全体のクルーズ船の寄港の数、これはど

うなっておりますか。博多は、２日に１回以上

来ておると思うんです。だから、このあたり

、 、 、は 30年に50回と言われるけれども 長崎とか

それから北九州、それと鹿児島、八代、大分、

そういうところを見た場合に、宮崎県の50回と

、 。いうのは どれぐらいの位置づけになるのかと

ちょっと調べますので、○福嶋観光推進課長

お時間をいただけるとありがたいと思います。

それと、やはり本当は、クルーズ○緒嶋委員

船が寄港できるような宮崎港であれば、また変

わっておったかと思いますけれども、これは、

宮崎港には寄港しないというのは、もうあそこ

の港の型というか、もうクルーズ船が旋回とい

うか （ 方向転換します」と呼ぶ者あり）方向、「

転換は何というとですか、それができないとい

うことですか。

基本的に、宮崎港は、もう改良の余地はない

ということですね。

宮崎港に関しましてですけれ○矢野港湾課長

ども、今の宮崎港の計画をつくった時点で、世

界で一番最大クラスのクルーズ船を対象として

計画したところです。

ただ、その後、著しくクルーズ船が大型化し

てきていまして、あそこの懐というんですか、

回頭半径がどうしても通常は２Ｌ、船長の２倍

要るとか、船の性能があっても1.5Ｌとか、そう

いったところで、なかなかその範囲がとれにく

いと。安全性を検討するときに、いろんな専門

家を入れて、委員会を開いて行うんですが、そ

の中で、やはり、今の宮崎港では、昔の飛鳥が

最高それぐらいかなというところです。昔の飛

鳥は、ちなみに２万5,000トン強ありました。

ただ、ちょっと補足なんですが、大きいクル

ーズ船が非常に注目を浴びているところなんで

すが、やはりクルーズ船は、いろんなレベル、

ランクがありまして、そういったちょっと小型

なクルーズ船でも非常にヨーロッパのお客さん

とか、そういった観光、そして、質の高い観光

をされるお客さんとかを誘致するように、ポー

トセールスとかも行っているところです。

具体的に、そういうクルーズ船は○緒嶋委員

宮崎港に来ておるわけですか。

いや、まだ、それほどは来て○矢野港湾課長

いないです。一昨年、１万トンクラスの、やは

りヨーロッパのクルーズ船が１回は入ってきて

います。

、 、○緒嶋委員 ぜひ やっぱり宮崎港というのは

言えば宮崎県では、地域的にも地勢的にも中心

平成28年９月20日（火曜日）
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的なものだから、私は、やっぱり宮崎港にクル

ーズ船が着くというのは、それはもう油津とか

日向の大型のは、当然そこにしか来ないわけで

すから。やっぱりそういう小さなというか、そ

ういうクルーズ船をいかに宮崎港に寄港させる

かというのも、これは大きなセールスポイント

にしなきゃならんと思うんですが、そのあたり

はどうですか、観光船。

今、クルーズ船の大型化○福嶋観光推進課長

というのが進んでおりまして、アジアにも16万

トン級が配船されたということで、油津港の改

修なども行っていただいたところです。

ただ、小さい船も非常にラグジュアリーで、

お金をたくさん持っていらっしゃる方が乗られ

ますので、そういった船も、ひとつターゲット

として誘客のほう、やっていきたいというふう

に考えているところです。

それと、細島港、港湾計画を改訂○緒嶋委員

、されたのは当然のことだと思うんですけれども

いかに、そういう改良というか、港湾の整備を

急ぐかというのが大きな視点にならないといか

んわけですが、そのあたりは、どのように考え

ておられるんですか。

今回の細島港の改訂の大きな○矢野港湾課長

ポイントというのは、15メーター岸壁を１つつ

くると。それは、実際に、今、そこで扱ってい

る船が４万トンクラスまでしか入れないという

ことで、もっと大きな船が潮待ちしたりとか、

あと、ちょっと荷物を調整して入ってきたりと

か、そういった実態もありますので、やはり国

際競争力をつけるというか、少しでも企業の競

争力をつけるために、そういった大型岸壁が必

要で計画したところです。

いや、整備計画の中で、その整備○緒嶋委員

をどう早く進めるのか。計画があっても、整備

が進まなくては意味がないわけです。

15メーター岸壁というのは、○矢野港湾課長

全国でもまだほとんどないということで、非常

にハードルが高いというふうに、国のほうから

も言われています。

、 、 、それで 直轄さんと いろいろ予算要求とか

いろんな面で相談しながら継続して、強く要望

していきたいと考えているところです。

それとともに、宮崎県の木材は志○緒嶋委員

布志港を中心に、台湾とか中国やらに輸出して

。 、 、おるわけです それは 背後地の中国なんかは

原木の場合、木材を薫蒸しなければ輸出できな

いわけです。そうなると、細島が本当に木材輸

出港と整備されて、それぐらいのストックとい

うか、そういうような場所ができなければ、な

かなか木材の輸出は、細島港でも難しいんじゃ

ないかと思うんですが、そのあたりの見込みは

どうですか。

確かに、宮崎県は、杉素材と○矢野港湾課長

か日本一で、そういったものが志布志市に流れ

ているという現実はあります。

ただ、細島港も近年急速に伸びて、今も、毎

年、輸出量はふえているところです。確かに、

ヤード的にはほとんどいっぱいの状況が続いて

いるところなんですが、その中でも、今、やは

り全国で、たしか４位かそのぐらいの輸出はし

ているところです。

そういう木材輸出をさらにふやす○緒嶋委員

ための、言われたヤードというか、そういうも

のが、今度、整備計画の中では考えられておる

のか。

ただ、港湾の深さを15メートルにすることだ

けが、その整備ですか。その整備の内容は。

利用計画というのも、港湾計○矢野港湾課長

、 、画の中で行っていくんですけれども その中で

平成28年９月20日（火曜日）
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今、細島港の中で、利用形態に合った、将来を

見越した利用計画というのを立てているところ

です。

原木については、まだこれから、十分検討し

ていきたいと考えます。

ぜひ、そのあたりを考えて、輸出○緒嶋委員

港であれば やっぱり外国の輸出のニーズに合っ、

たような整備をしなきゃ 港湾がいかに深くなっ、

ても、それは、クルーズ船はいいでしょうけれ

ども、ほかのはいいけれども、ほかの木材なん

かのそういうストックヤードがなければ、それ

は輸出にも進まないわけですから。そういう点

を含めて、全体的にどうあるべきかという将来

を展望した中で、充実した整備計画にしていた

だきたいということを強く要望しておきます。

先ほど、緒嶋委員から質○福嶋観光推進課長

問のありましたクルーズ船の寄港回数ですけれ

ども、これは、平成27年の11月末現在というこ

とで、博多港が229回、長崎港が104回、八代港

が８回、油津港が５回ということになっており

ます。

ただ、油津を除く３港は、全てファーストポ

ートになっているというところでございます。

クルーズ船が来ることによって、○緒嶋委員

経済的な効果というのはあるわけですので、今

後とも、30年に50回ということで、目標を高め

られたということで、大変意義があると思いま

すので、そのとおりになるように、ぜひ努力し

。ていただきたいということを要望しておきます

最初の海外からの誘客促進の取り○図師委員

組みで、今、緒嶋委員も言われた、目標を高く

設定されているのは非常にいいことだと思いま

す。

ただ、その間、流れで、港湾課が言われる国

際海上ネットワークの充実ということで、助成

制度なんかもつくられて、これもまた伸ばそう

、 、 、とされていること これもいいんですが 実は

油津港を視察に行ったときに、もうクルーズ船

、 、を断り続けていますと 年間十何件断っていて

もともとは貨物港ですから、それを優先させて

いる手前、なかなかもうこれ以上受け入れられ

ないんですよねという話をされていたのを覚え

ていますが、そのあたりの連携と、あと、キャ

パ的なものが対応できるのかを教えていただき

たい。

油津港におきましては、確か○矢野港湾課長

に、もともと貨物のための港で、今、大型クル

ーズ船の環境も整ったことから、非常に多くの

クルーズ船が寄港を希望していると、申し込み

があっているところです。

ただ、本来の物流といいますか、そういった

のが滞ってはいけないので、そこあたりは、荷

主企業さん、そして、地元の港運業者、港湾事

務所、そういったところが集まって、その都度

会議をやって調整を行っているところです。確

かに、どうしても断らないといけないのは出て

きているのは事実です。

ただ、クルーズ船の申し込みの仕方も、１年

先をとんとんとまとめて押さえたりとか、そう

いった予約の仕方をしているところもあるもん

ですから、実際よりも断り件数が多く感じてい

るのは事実ではあります。そういったところは

あります。

今 港湾課長がおっしゃっ○福嶋観光推進課長 、

、 、たとおりでございまして うちも連携しながら

クルーズ船にたくさん入ってほしいんですけれ

ども、やはり物流も大事ですし、そこの折り合

いを、なるべくたくさん入れられるように、お

互いに調整をしていただいているところです。

済みません。補足なんですけ○矢野港湾課長

平成28年９月20日（火曜日）
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れども、今、油津港には、２つの岸壁が直線に

並んでいて、そこで大型クルーズ船が２つの岸

壁またがって利用するんです。それで、定期コ

ンテナ船が入る曜日は決まっているんですけれ

ども、コンテナ船が入る日も断らないといけな

いということで、今年度 「官民連携基盤推進事、

業」で、そういったのを応募しまして、それが

採択になったものですから、そういった大型ク

ルーズ船が入るときに、何とか、そういったコ

、 、 、ンテナ船とか 一緒に利用できないか さらに

今よりも大きいクルーズ船22万トンが２年後入

るかもしれないという情報があるんですが、そ

れに対応した施設整備、環境とか安全委員会、

そういったのをできないかということで、今年

度検討することとしております。

連携をとられるというのが大前提○図師委員

ですし、貨物優先というのが前提にあるのかな

と思いますが、もちろん細島もあわせての利用

ということと、この50回という数字をクリアす

るのは、その２港での連携をしていくというこ

とになると思うんですが、港湾課長が言われた

ように、クルーズ船の予約というのは、非常に

不定期といいますか、ざっぱな予約をされてく

ることが多いというのを聞いていますし、です

から、この50回とか高い目標をクリアしていく

ので、使えない曜日が決まっている、クルーズ

船が使えない時期が決まっている。けれども、

そういう予約が入ってきたとき、どう穴埋め、

そういうところに埋めていくのか。50回受け入

れるんであれば、恐らく、この1.何倍かの予約

、 、をとった上で 受け入れ体制を整えていくとか

そういうようなシミュレーションが必要だと思

、 。うんですが そのあたりはされているんですか

シミュレーションといいます○矢野港湾課長

か、実際に、今の予約の形態が、やはり早く予

約を入れたところを、どうしてもそこを押さえ

てしまうということがあるもんですから、クル

ーズ船会社、代理店さんのほうには、やはりそ

ういったお願いはしているところなんです。

どうしても、直近というか、何カ月か前に、

そういった調整会議とか、それとクルーズ船の

ほうにも、本当にこの日に入るんですかという

確認とか、そういったのは、随時行っていると

ころであります。

目標が高いのはいいんですが、い○図師委員

えば、結局キャパが足りずとか、そういうこと

で達成できなかったってならないように、連携

を密にとっていただければと思います。

関連して、いいですか。○ 原委員蓬

この目標50回というのは、今、キャパという

言葉が出ましたけれども、キャパの問題、もと

もと貨物港であることはわかっています。それ

で、どういう実績で、この岸壁を利用したのか

というデータを港湾のほうから、１年前、出し

ていただいたんです 恐らく 今 ここに ちょっ。 、 、 、

とデータがないので、はっきり言いませんが、

結構あいていました。

ただ、おっしゃるように、どこに入るかとい

うのは確定していないので 200 簡単に言っちゃ、 、

いけないけれども、結構な数があいていると。

岸壁も着脱方式だけれども、宮崎方式で、うま

くお金がかからないようにつくったと、これは

それですばらしいと。

だから、そのキャパはあるではないですかと

いうことでの議論をして、50はいけるという見

込みの中で、こういうふうに立てていただいた

と聞いていまして、なかなか最初は、どれだけ

あきがあるのかという話をしましたら、数字が

出てこなかったんですけれども、最終的には出

していただいて、その余裕はあると、今のよう
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に1.５倍とかあっても、あるということで、こ

れを立てられたと思っていますので、多分大丈

夫なんだというふうに、まだ余裕はあると見て

いるんですけれども。

それともう一つ、今、岸壁の話が出ましたけ

れども、今、景気対策で、この国自身がクルー

ズ船にかなり力を入れていて、今度の補正、11

月になりますか、あるいは来年度の当初予算の

中で、このクルーズ船を入れるための岸壁の整

備というのが項目が上がっていますよね。だか

ら、それに向けて、本県として、何かアプロー

チというか、それをにらんだ動きというのは、

何かされているんですか。

クルーズ船に関して、今回の○矢野港湾課長

補正のほうは応募はしていませんでした。とい

うのは、先ほどちょっとお話ししました官民連

携の基盤整備事業というのを採択になったもの

ですから、それで、実際にそれで検討して、ど

のような形で施設をつくったりとか、どのよう

なものをつくったらいいかとか、そんなのを今

年度検討しようと思っているところです。それ

を踏まえて、来年度以降、さらに事業を展開し

ていければと思っているところです。

わかりました。○ 原委員蓬

それと、細島港を整備することの○緒嶋委員

ストック効果とかいうことは、今いろいろ言わ

れるわけですが、その中では、熊本と延岡から

の中央道路の整備を急がんと、今は大分港は中

九州横断道路というのをやっておるわけです。

大分から竹田を通って、阿蘇、熊本へ行く。そ

れを物すごく力を入れて、九州の玄関港大分港

ということで、整備もですが、知事を先頭に、

物すごい熱を入れておるわけです。

そうなると、道路の整備そのものが、ある程

、 、度連動した中で 宮崎県は考えていかなくては

細島港は重要港湾だからというだけでは、なか

なか国の予算獲得も容易じゃない。ストック効

果を含めた予算獲得の手法というのを、かなり

とっていかんと、私は、細島港の整備もおぼつ

かないんじゃないかなという気もするんだけれ

ども、そのあたりは、港湾課長、どう考えてお

られますか。

港の整備は、使われて何ぼと○矢野港湾課長

いいますか、そして、さらに道路と車の両輪と

いう形で発展するものです。

東九州自動車道が通りました。それで、いろ

、いろな見通しがついたところではあるんですが

やはり、これから先、さらに利用促進を図るに

は、九州中央自動車道、これは不可欠なものと

考えているところです。

それで、道路サイドとも連携しながら、一緒

にこのストック効果を、相乗効果を出しながら

やっていきましょうということで、やっている

ところであります。

特に、細島港なんか、これは、将○緒嶋委員

来は高千穂とか阿蘇まで含めたクルーズ船の一

つのルートにもなるわけです。それは宮崎も細

島からどこでも行けるわけですが。そういうこ

とを含めて、やはりストック効果をいかに高め

るかと。また、ストック効果があるから、早く

整備を急いでというような手法を県全体でやっ

ぱり考えていく必要があるんじゃないかと思う

ので、商工観光労働部と県土整備部との連携を

十分図りながら、やっぱりやっていかなくては

いかんのじゃないかなというふうに思いますの

で、よろしくお願いします。

今度は国際航空ネットワークにつ○図師委員

いてお伺いしたいんですが、先日、県内の旅行

会社代理店の方とお話を、意見交換をする場が

あったんですが、そのときに、県内にこの航空
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会社の事務所がないのは、この香港の航空会社

だけがないんですよね。常駐者がいないという

ことを聞いたんですが、それに関連してなんで

すけれども、ほかのアシアナさんとかエバーさ

ん、チャイナエアーさんのほうは、よく営業に

来られると。

ただ、香港さんは一度も来られていないと、

そういうことで、いえば商品開発をされる旅行

会社の方ですので、やっぱり香港さんには愛着

が湧かないんですよねというようなことを言わ

れていました。

このデータから見るに、やっぱり27年からの

搭乗率の下げ幅は、やっぱり一番大きいのは香

港線ですので、そういう意味で、もう少し、県

内旅行会社に営業をかける。それはもう、こち

らの香港の会社がすればいいだけじゃなくて、

できれば県のほうがエスコートして、そういう

営業活動のサポートなんかもされるといいん

じゃないかなと思いましたが、そのあたりの体

制、どうなっていますでしょうか。

まさに、今、委員御指摘○野口総合交通課長

のとおりでございまして、ちょっと説明をさせ

ていただきますと、ソウル、アシアナ航空の支

店が宮崎ございますし、台北につきましては、

鹿児島に支店がございまして、宮崎も営業所と

いうことで１人駐在をされております。それか

ら、香港につきましても、実は１人、自宅で事

、 、務所兼用という方がいらっしゃいまして ただ

、鹿児島空港にも行ってらっしゃるということで

営業というよりか、まさに空港ハンドリング、

、そういったものをやっていらっしゃいますので

まさに、今お話しのとおり、営業という面では

そういった体制になっております。

ですから 私どももソウル支店 それからチャ、 、

イナの鹿児島支店には時々顔を出しておりまし

て、これは、もちろん観光とも一緒になって、

顔を出していろいろ情報交換等をやっておりま

すけれども、まさに御指摘のとおり香港線、昨

年、10月に定期便化になりまして、個人のネッ

トでもとりやすくなりましたし、宮崎の旅行会

社もとりやすくなりましたので、そういった御

、 、 、意見 香港航空のほうにお伝えをして 何とか

私も航空会社さんに対しては、そういったお話

。を伝えていきたいというふうに思っております

繰り返しになりますが、会社任せ○図師委員

にするんではなくて、エスコートというか、そ

ういう体制づくりをされたほうがいいと思いま

すので、努力してください。

先ほど、官民連携事業とおっしゃ○髙橋委員

いましたよね、補正の、22万トンクラスの船が

寄港できるようにということで、コンテナ船と

の同時利用ができる可能性もあるよということ

でおっしゃったと思うんですが、そのときのク

ルーズ船のキャパはどの程度というふうに理解

したらいいですか。

一応、目標は22万トンを考え○矢野港湾課長

ています。

岸壁を同時利用と言われたと認識○髙橋委員

したんですけれども。

油津港の場合は、縦に南北に○矢野港湾課長

並んでいるんですけれども、一番北のほうがコ

ンテナ船専用、185メーター、それから、マイナ

ス12メーターで240メーター、これは425メータ

ーあるんですけれども、一番長いクルーズ船

は340メーターとか、これ２つもオーバーすると

いうことで、その南側に、まだ計画地の岸壁計

画があるけれども、水域のところ、そこに何ら

かのドルフィンみたいなのをつくって、そちら

側のほうにずらしてクルーズ船が着けられない

かなと。そうすることによって、もともとのコ
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ンテナ船のところにコンテナ船は入れるという

ことができないかなという検討をしたいと思っ

ておるところです。

22万トン級まで誘致できて、同時○髙橋委員

。 、にコンテナ船も利用できるんですね ちょっと

、 、 。私 気になるのは いわゆるヤードの狭さです

いわゆるクルーズ船が来ると、物すごいバス、

今の16万7,000トン級で120台ぐらい、これをま

た22万トン級なら、それ、相当なバスの数だか

ら、それで、今は、いわゆるコンテナ船の荷物

なんかを全部片づけさせるんですよね。

そして、物産展もテントとかを張ったりして

やる、そういうことも考えられるから、同時利

用が果たして可能かなと、ちょっと頭の中でイ

メージしてみたんですよ。それは可能なんです

ね。

それは、利用者含めていろい○矢野港湾課長

ろ検討していきたいと考えています。済みませ

ん。

可能性があるから調査費がついた○髙橋委員

と私は理解するので。

そうです。○矢野港湾課長

、○髙橋委員 もう22万トンの船が入れる港って

九州は４つしかないらしいんです。博多と長崎

と八代と油津です。だから、これによって、い

わゆる先ほどから出ていますけれども、今まで

お断りしていたことが回避できるし、22万トン

、という世界最大のクルーズ船が誘致できること

これは、すごい目玉ですよね。だから、この50

回を優に超えると期待しています。

今年度、22万トンが入るかど○矢野港湾課長

うか、可能性調査ということでやっていますの

で、これが終わって、必ず、すぐ入れるという

ことではありません。

それから、一つ補足させていただきますと、

今、髙橋委員のほうから、九州に４つ港がある

という話でしたが、太平洋側は油津港１港だけ

ですので、油津から本州のほうに行くとか、そ

ういった展開では、非常に可能性がさらに大き

くなるんじゃないかと思っているところです。

委員長、済みません。先ほど、渡辺委員のほ

うから御質問のあったコンテナの仕向け地とい

うか相手国の割合なんですが、ちょっと細島港

、のコンテナが県全体の85％ぐらいありますので

そこの例をとってみますと、１位が中国、２位

が韓国、３番目が台湾、 ４番目が香港、５番目※

がシンガポールとなります。

あと、中国、韓国に関しては、どうしても旭

化成関係の化学樹脂とか塗料関係、そういった

のが非常に多く含まれるということで、あと、

香港、シンガポールのほうに、若干、コンテナ

は農畜産物にしますと非常に多くの量が入るも

のですから、コンテナにすると、それほどまだ

本数は伸びていないのかなという気がいたして

いるところです。

慌てませんので、実際の海外調査○渡辺委員

も今回計画がありますので、それまでに、この

５ページでいう資料のところの27年度速報値

で23万515トンに見合う、それに連動をする輸出

量のデータを、先ほどの、今、順位は教えてい

ただきましたけれども、宮崎から出している輸

出物のどのぐらいの割合を占めているのか、ほ

んの小さな話なのか、それなりの量になるのか

、というのを認識をしていきたいところですので

また、それは後でも結構ですので、よろしけれ

ば教えていただきたい。

以上です。

では、資料をお願いしてもよろ○田口委員長

しいですか。

※20ページに訂正発言あり
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済みません、ちょっと訂正を○矢野港湾課長

させていただきたいんですが、４位はアメリカ

になっております。

、 、それから この５ページのほうの取扱貨物量

これは、バルク、コンテナ全部含めてというこ

とだったので288万トンというふうになっている

んですが、このうちコンテナが占めるのは約１

割程度、重量にしたら、そのくらいになってい

るところです。ちょっと補足としてつけ加えさ

せていただきます。

例えば、細島港しかわからないと○渡辺委員

いうなら細島港だけでも結構ですので、宮崎の

港から輸出している全体量の中で、先ほどお話

しした台湾や香港、シンガポールでの輸出量が

どの程度の比率を占めるのかというのがわかる

。 、データを教えていただければと思います 一応

資料をお願いします。

では、資料をお願いしてもよろ○田口委員長

しいですか。

はい。○矢野港湾課長

それと、宮崎のフードビジネスと○緒嶋委員

いうことを言っておるわけです。その中で、フ

ードビジネスを東アジアとかやる場合には、こ

の船ではなくて飛行機でやるのか。フードビジ

ネスを、何をもって海外展開をするという基本

的な考えというのは、それはいろいろ青果物と

か焼酎とかは腐敗もしないわけだが、輸出の方

法のそういうあたりの考え方というのは、基本

的にあるわけですか。

今、済みません、緒嶋委○野口総合交通課長

員御指摘のとおり、台湾便ですね。

はい。○緒嶋委員

昨年20トン、それまでも○野口総合交通課長

三十何というのがあったと思いますけれども 20、

トンも多くはないんですが、そういうことで若

干伸びを見せております。中味はもう水産物で

すとか、スイートピーといった花の関係多いん

ですけれども、実は、定期便飛んでおりますの

で、飛行機は大きくないものですから、いろい

ろ限定をされるというふうに私どもは聞いてお

りますけれども、商工、それから農政と、今い

ろいろと研究といいますか、どういったものを

やれるかどうか、また、産業振興等交えて、そ

ういったチャレンジといいますか、テストみた

いなこともできないか、検討をやっているとこ

ろでございます。

、 、 、○緒嶋委員 ぜひ そのあたりまで 形として

フードビジネスをどういう形で進めるのかとい

うのを基本的なものがないと、もう口でフード

ビジネスって言っても、それはどうなるんです

かといったとき、まだ、そこはわかりませんで

は、私は、基本的なものが整理されていないん

じゃないかなという気がしますので、そういう

輸出の形まで含めて、こういうフライトか船か

どちらかというようなことも含めて、そういう

いろいろな会社との関係、ＪＡとの関係もいろ

いろあるでしょうから、そこ辺も十分検討して

いく必要あると思いますので、お願いしておき

ます。

関連をいたしますが、このフード○重松委員

ビジネス 前回もお話ししたと思いますが やっ、 、

ぱり、これからはイスラム圏の、ハラール食で

すとか、ムスリムの人たちの対応がもっともっ

と重要なことにならないかなということで前回

もお話しして、タイとかインドネシアの誘客を

図る上で、やっぱりそういう専門の部署をしっ

かり設けて、食品もですけれども、輸出するに

してもインバウンドを対応するにしても、そう

いう部署をしっかり県庁内で置いていらっしゃ

るのかどうかを、ちょっともう一度確認させて
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いただきたいんですが。

県産品の輸出○酒匂オールみやざき営業課長

に限って申しますと、やはりイスラム圏への対

応、大きなマーケットでございますのでしっか

りと検討していかなきゃいけないとは思ってお

りますけれども、現時点では、まだまだイスラ

ムハラールへの対応というのはどういったもの

かという研究、勉強段階ということだと思って

おります。

宮崎大学におきましても、インドネシア等の

ハラール対応について、しっかりと対応してい

るところでございます。そういったところとも

連携していきながら、まずは研究・検討してま

いりたいと考えているところでございます。

インバウンドの関係でい○福嶋観光推進課長

いますと、このハラール対応に関しましては、

研修会を26年度、27年度やってきております。

旅館、ホテルの方々ですとか、交通事業者の方

々を集めて ムスリム対応をどういうふうにやっ、

ていくのかというところについての基礎的なこ

とをやる。

さらに、28年、今年度は、インドネシア、マ

レーシアから旅行会社も招請して、実際に県内

のホテル等を見ていただいて助言を受けるとい

うようなことも予定をしているところです。イ

ンバウンドに関しては、うちのほうでそういっ

た啓発を中心にやっているという状況です。

ぜひ、他県に先駆けて、宮崎は本○重松委員

当に受け入れがしっかりできているということ

を構築していただきたいなというふうに思いま

すので、よろしくお願いします。

あと、一点だけ。

済みません、１ページの広域連携による誘客

促進なんですが、大変、やっぱり各県との連携

。をとられることが大事だというふうに思います

本県周遊とか南九州広域ルートとか東九州周遊

ルートと、この開発をどんどん進めていただき

たいんですが、これは、県がされるんですか。

また、旅行会社さんとタイアップされながらや

るんですか、どちらに重きを置いてやられるの

かなということ。

各県連携してやっている○福嶋観光推進課長

事業ばかりですけれども、例えば、南九州３県

、で取り組んでいる教育旅行ですとかありますし

あとは、九州観光推進機構と一体となって、直

行便のないところを中心に、タイ、シンガポー

ル、そういったところを周遊させるような事業

ですとか、あと、今年度からは、大分県と連携

しまして、これは大分銀行、宮崎銀行、ＪＣＢ

という民間も含めてなんですけれども、台湾か

らのお客さんを連れてきて、東九州自動車道を

活用して周遊させるといったような事業も計画

しております。いろんなパターン、いろんな県

との連携によって、この広域連携を図っている

というところです。

３つ目のポツで、熊本、鹿児島、○重松委員

それから、個人旅行者対策としてレンタカーを

活用したと書いてあります。大変、これからも

需要が広がっていくんじゃないかと思うんです

けれども、レンタカー使うときは、当然ナビが

あると思うんですけれども、カーナビは言葉が

変換できるようになっているんでしょうか。

ナビは多言語対応になっ○福嶋観光推進課長

ておりまして、さらに、金額を何とか助成する

ような形で乗り捨てができると、非常に利用が

高まるんじゃないかということで、今どんどん

個人客、ＦＩＴに変化してきておりますので、

こういった対応を今年度から始めたところであ

ります。

乗り捨て料金を下げることを考え○重松委員
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ていらっしゃるということですか。

まだ、検討の途上ではあ○福嶋観光推進課長

、 、りますけれども 下げるような助成ができると

利用が促進できるんじゃないかというふうに判

断をします。

大変大事なことだと思います。は○重松委員

い、わかりました。ありがとうございます。

ほかにございませんか。よろし○田口委員長

いですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、○田口委員長

これで終了いたします。

執行部の皆さんは退席いただいて結構です。

お疲れさまでした。

休憩いたします。

午前11時24分休憩

午前11時25分再開

それでは、委員会を再開いたし○田口委員長

ます。

協議事項（１）の海外調査についてでありま

す。

資料１をごらんください。

海外調査につきましては、10月12日から15日

の日程で予定されております。正副委員長に御

一任いただきましたので、ごらんのような日程

案を作成いたしました。

１日目は、香港に到着後、市場調査として、

香港市内の商業施設を訪問します。

、 、 、２日目は まず 宮崎県香港事務所において

香港の経済状況、経済や観光客などの本県との

交流状況などについて説明をいただきます。

次に、香港貿易発展局において、本県企業が

香港への輸出・進出などの展開をすることにつ

いての香港の状況、香港から見た宮崎県または

日本との経済交流・貿易の状況などについて、

お話をお伺いしたいと思います。

続いて、在香港日本総領事館の首席領事で、

えびの市出身の井川原賢様と会食をしながら意

見交換を行います。その際、現地の食品・観光

等の民間関係者も同席の予定であります。その

後、上海に移動しまして、夕食を兼ねて、上海

宮崎県人会の皆さんと懇親会を予定をいたして

おります。

３日目は、まず、上海市国際貿易促進委員会

において、本県企業が上海への輸出・進出など

、 、の展開をすることについての上海の状況 次に

上海から見た宮崎県または日本との経済交流・

貿易の状況などについて、お話をお伺いしたい

と思っております。

、 、 、次に 旭有機材有限公司において 海外展開

、 、海外進出の状況などについて お話をお伺いし

隣接する工場を見学させていただく予定として

おります。

続いて、市場調査として、上海市内の商業施

設を訪問します。ここで、昼食もとる予定とし

。 、 。ております その後 香港への移動となります

４日目は、帰県するための、宮崎に帰ってく

るための移動日となります。

以上、休憩をいたします。

午前11時28分休憩

午前11時29分再開

委員会を再開いたします。○田口委員長

日程案は、以上のとおりであります。

調査先との調整も進めていただいております

ので、できれば、この案で御了承いただきたい

と思いますが、どうでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

ありがとうございます。○田口委員長
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それでは、そのように決定いたします。

なお、諸般の事情により、若干変更が出てく

る場合もありますが、正副委員長に御一任いた

だきますようお願いいたします。

次に、協議事項（２）の次回委員会について

です。11月１日火曜日の開催を予定しておりま

す。

次回委員会での執行部の説明、資料要求につ

いて、何か御意見や御要望はございませんか。

ちょっと、暫時休憩します。

午前11時30分休憩

午前11時30分再開

それでは、委員会を再開いたし○田口委員長

ます。

特にないようですので、次回の委員会の内容

につきましては、正副委員長に御一任をいただ

きたいと存じますが、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのような形で準備○田口委員長

をさせていただきたいと存じます。

最後になりますが、協議事項（３）のその他

で、委員の皆様から何かございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、次回の委員会は、11月１○田口委員長

日火曜日、午前10時からを予定しておりますの

で、よろしくお願いいたします。

以上をもちまして、本日の委員会を閉会いた

します。お疲れさまでした。

午前11時31分閉会
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